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校
長

　加
藤

　晃
一 

　実
り
の
秋
の
例
に
漏
れ
ず
、
里
中
竹
崎
農
園
の
サ
ツ
マ
イ
モ
も
収
穫
の
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。
先
日
は
、

全
校
生
徒
・
職
員
に
加
え
、
農
園
作
業
外
部
指
導
員
の
方
々
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
準
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
頂

き
な
が
ら
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
を
行
い
ま
し
た
。
収
穫
直
前
に
雨
が
降
り
出
し
、
雨
に
濡
れ
な
が
ら

の
作
業
に
な
り
ま
し
た
。
翌
日
、
体
調
を
崩
し
た
生
徒
も
お
り
、
雨
対
策
へ
の
配
慮
が
不
十
分
で
あ
っ

た
こ
と
を
心
か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
途
中
、
着
替
え
を
持
っ
て
来
て
頂
い
た
保
護
者
の
方
々
、

運
搬
用
機
材
を
貸
し
て
頂
い
た
塩
田
酒
造
様
に
は
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
雨
の
中
で
し
た
が
、

生
徒
た
ち
は
、
手
分
け
し
て
芋
の
収
穫
作
業
に
一
生
懸
命
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
今
年
は
豊
作
で
、
２

ト
ン
を
超
え
る
サ
ツ
マ
イ
モ
が
収
穫
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
塩
田
酒
造
様
の
お
力
を
頂
き
な
が
ら
、

焼
酎
「
島
立
ち

号
」
の
誕
生
を
楽
し
み
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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　さ
て
、

月
３
日
は
、
文
化
の
日
で
し
た
。「
自
由
と
平
和
を
愛
し
、
文
化
を
す
す
め
る
日
」
と
し
て

11

の
祝
日
で
す
。
こ
の
日
に
先
駆
け
て
、

月
２
日
（
土
）
に
里
中
学
校
文
化
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。
今

11

年
の
テ
ー
マ
は
、「
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ

　今
し
か
な
い
こ
の
瞬
間
を

　Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｏ
Ｙ

」。 

!!

文
化
部
長
の
彩
葉
さ
ん
を
中
心
に
文
化
部
で
設
定
し
ま
し
た
。「
今
年
度
の
里
中
生
徒
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
で

も
あ
る
Ｅ
ｎ
ｊ
ｏ
ｙ
を
ベ
ー
ス
に
、
島
立
ち
ま
で
の
時
間
を
ど
の
よ
う
に
過
ご
す
か
を
考
え
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
甑
の
よ
さ
、
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
、
今
回
の
テ
ー
マ
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。」
と
い
う
思

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
光
と
映
像
で
幕
を
開
け
た
文
化
祭
。
文
化
部
員
の
軽
快
な
ト
ー
ク
で
進
ん

で
い
き
ま
す
。 

　第
１
部
は
、
英
語
暗
唱
や
ふ
る
コ
ミ
ュ
（
総
合
的
な
学
習
の
時
間
）
な
ど
日
頃
の
学
習
の
成
果
を
発

表
し
ま
し
た
。
ど
の
発
表
も
、
ふ
る
さ
と
甑
へ
の
愛
情
と
感
謝
が
伝
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

　第
２
部
は
、
各
学
年
ご
と
の
発
表
で
し
た
。
１
年
生
は
、
中
学
校
で
初
め
て
の
文
化
祭
。
時
に
対
立

し
な
が
ら
も
力
を
合
わ
せ
て
劇
を
創
り
上
げ
て
い
く
様
子
を
ド
ラ
マ
化
し
、
ダ
ン
ス
を
交
え
な
が
ら
、

ラ
ス
ト
で
は
、
３
年
生
へ
の
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
ま
し
た
。
一
生
懸
命
創
り
上
げ
て
き
た
姿
が

思
い
浮
か
ぶ
心
温
ま
る
発
表
で
し
た
。
２
年
生
は
、
日
頃
の
中
学
校
生
活
を
ダ
ン
ス
や
歌
を
交
え
て
見

事
に
表
現
し
ま
し
た
。
全
員
で
魅
せ
る
軽
快
な
ラ
イ
ン
ダ
ン
ス
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
２
年
生
ら

し
く
明
る
く
元
気
の
い
い
発
表
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
里
中
学
校
の
中
心
と
な
る
存
在
と
し
て
、
頼
も
し

く
感
じ
る
こ
と
で
し
た
。
３
年
生
は
、
ふ
る
さ
と
甑
と
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
へ
の
感
謝

が
大
き
な
テ
ー
マ
で
し
た
。
最
後
の
一
人
一
人
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
保
護
者
の
方
々
の
心
に
届
い
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
劇
中
で
は
、
中
々
一
歩
が
踏
み
出
せ
な
い
友
達
に
、
勇
気
を
も
っ
て
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
こ
と
の
大
切
さ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
で
道
が
開
け
る
こ
と
を
ダ
ン
ス
や
イ
ス
を
使
っ
た

ド
ラ
ム
演
奏
で
表
現
す
る
発
想
が
素
敵
で
し
た
。「
島
立
ち
」
後
も
こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
持
ち
続
け

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

　最
後
に
、
文
化
の
日
の
ね
ら
い
の
一
つ
で
あ
る
「
平
和
に
つ
い
て
」
の
発
表
が
あ
っ
た
こ
と
を
嬉
し

く
感
じ
て
い
ま
す
。
修
学
旅
行
で
訪
ね
た
ナ
ガ
サ
キ
で
学
ん
だ
平
和
の
尊
さ
を
、
紙
芝
居
や
第

３
部
で
の
全
員
合
唱
・
全
員
合
奏
で
自
分
た
ち
の
思
い
と
し
て
発
信
し
ま
し
た
。 

  

当
日
は
、
季
節
外
れ
の
蒸
し
暑
い
一
日
で
し
た
が
、
多
く
の
ご
参
観
を
頂
き
、
生
徒
た
ち
の

大
き
な
励
み
と
自
信
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

剣道女子団体・柔道個人が優勝　地区新人戦 

　 10月８日、９日に川薩地区新人戦が行われました。修学旅行
直後の大会でしたが、どの部活動も勝つためにどうすべきかを考
え最後の最後まで精一杯頑張り、これからの課題をしっかり見付
けられたようです。各部活動の主将に新人戦の様子や目標を話し
てもらました。 

 

 剣道部 

 女子 団体優勝　男子個人２位中野楓羽 

 女子個人２位小川千咲　３位西薗彩里 

　緊張しながらも一人一人、自分の力を発揮していて、とて
もいい試合が出来た。日々指導してくださる方への感謝の気持
ちを忘れず、また稽古に励んでいきたい。（小川千咲） 

 卓球部 

 1年男子個人３位南薗壱咲 

　団体戦では、男女ともに協力して練習の成
果を発揮していた。個人戦でも最後まであき
らめずに試合に臨んでいた。これからは、団
体で県大会に行けるようにする。（川道礼夢）

 バレーボール同好会 

　一試合、一試合、声を出してプレーすることが
出来ました。女子は1セット取ることができ、男
子は次の地区総体では、一勝できるように日々の
練習を頑張りたいです。（梶原詩音）

 柔道部 

 個人戦優勝：石原航介　後藤伝真 

　僕たち柔道部は、55㎏級と66ｋｇ級の２つの階級に出
場し、２人とも優勝出来ました。これからの目標は、次
のライオンズで全員ベスト４に入ることです。（石原航介）

焼酎「島立ち」の仕込み終了今年の焼酎「島立ち」造りも10月16日から、米入れ、棚
盛り、出麹、芋堀りの過程を経て10月23日に仕込みが完了しました。芋堀りでは、大雨の中で
したが、２０８６ｋｇの収穫がありました。３月には３年生でラベル貼りを行い、第23代の焼
酎「島立ち」が完成します。芋栽培では、協力者の方々、PTA準会員の皆様、また、塩田酒造
様にはお忙しいスケジュールの中、仕込み完了までお世話になり、ありがとうございました。

里幼稚園で３年生が保育実習～10月８日、３年生が家庭科の
授業の一環で、里幼稚園に実習に行きました。園児たちと交流す
るものを作成し、準備を進めてきました。さすが、３年生。すぐ
に園児たちを笑顔にしていて、楽しく交流する姿が見られました。
３年生にとって、貴重な体験となりました。 

「
武
士
道
シ
ッ
ク
ス
テ
ィ
ー
ン
」「
武
士
道
セ
ブ
ン
テ
ィ
ー
ン
」 

「
武
士
道
エ
イ
テ
ィ
ー
ン
」「
武
士
道
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

                          

著
者  

誉
田
哲
也 

　あ
る
女
子
高
生
が
剣
道
を
通
し
て
友
人
と
と
も
に
成
長
し

て
い
く
姿
を
描
い
た
作
品
で
す
。
映
画
化
も
さ
れ
た
、
全
４

部
作
の
超
人
気
作
品
で
す
。
ぜ
ひ
、
読
ん
で
く
だ
さ
い
。 

お薦めの一冊 

番家隆幸先生

 

           
 

 

３日(火) 職場体験学習２年～４日  

５日(木) 避難訓練火災⑤  

９日(月) 校内研究授業研修６時間目カット 

11日（水） 人権教室（SOSの出し方） 

14日(土) 校内駅伝競走大会  

24日(火）終業式、大掃除

2 1人 分 の ポ リ オ ワ ク チ ン に 　今年度集めたペットボトルキャッ
プを、生徒会の手で社会福祉協議会に渡しました。42.4ｋｇ集まり、約21
人分のポリオワクチンになるそうです。ペットボトルキャップをワクチン
に変える運動は、SDGs目標３「すべての人に健康と福祉を」、目標10「人や
国の不平等をなくそう」に貢献します。　 

　引き続き回収しますので、御協力をお願いします。

11月２日第42回文化祭　ステージの部では、英語や各学年のふる・コミュ科の取組を緊張
しながらも一生懸命発表しました。各学年の工夫を凝らしたダンスや劇は、生き生きと発表し
学級のまとまりが感じられました。また今年は、長崎への修学旅行をもとに戦争について考え
る機会があり、平和への思いを紙芝居や「長崎の鐘」合唱、展示物で発表しました。最後の全
員の合唱や合奏は圧巻でした。展示の部では各学年や教科での力作が並びました。約130人ほ
どの保護者や地域の方々の参加もあり、テーマ通りのハッピーな文化祭になりました。 

※※里中学校ホームページhttp://www.edu.satsumasendai.jp/sato-j/及び里中学校公式ブログhttp://blog.goo.ne.jp/sato-j_2012も御覧ください※※

令和６年度　『顔には笑顔　胸には感謝　背中には誇り』　鹿児島県薩摩川内市立里中学校

メディアと上手につきあうために　中間テストに向けて「21時半以降は、スマホや
タブレットは使用せず、保護者に預ける」という「NoメディアNoとは言わせないよWeek」
に取り組み、期間中の達成率は５１％でした。メディアの使い過ぎによる身体や学力の
悪影響が見られる生徒も見受けられます。期末テスト前にもこの取組は行いますが、
今回の取組を機に、家庭でのメディアのルールづくりの御協力をお願いします。


